
 

生 物 学 科  

 

● 学 科 の 教 育 理 念 と教 育 目 的  

生 物 学 科 では，様 々な社 会 の場 で科 学 的 合 理 精 神 に基 づく深 い洞 察 力 と創 造 力 により

課 題 をみつけ解 決 していくことができる能 力 を涵 養 し，知 識 基 盤 社 会 の中 核 を担 う人 材 及

び健 全 な社 会 の構 築 に積 極 的 に貢 献 することができる人 材 の育 成 を目 指 します。この理 念

を実 現 するために，大 学 生 活 の早 期 に理 学 の広 い分 野 を総 合 的 に学 び，学 年 の進 行 とと

もに生 物 学 の基 礎 を固 め，知 識 を体 系 づけ，発 展 させます。そして，自 然 ，生 命 ，自 然 と人

間 とのかかわりについての高 度 な専 門 的 知 識 と包 括 的 な理 解 を深 めます。演 習 やセミナー

により科 学 論 文 や研 究 結 果 についてのプレゼンテーション及 びディベートの技 能 を磨 き，コミ

ュニケーション能 力 と課 題 解 決 能 力 を高 めます。また，理 学 系 の学 生 として必 須 な基 本 的

な実 験 技 術 と理 論 を確 実 なものとし，高 度 な実 技 術 と理 論 を自 主 的 な研 究 課 題 の中 で応

用 することができる能 力 を身 につけます。さらに知 識 基 盤 社 会 の中 核 を担 う資 質 として欠 か

せない最 新 の科 学 的 情 報 の入 手 及 び発 信 のための情 報 処 理 技 術 及 び英 語 の技 能 を向

上 させます。 

  卒 業 後 は，教 育 界 ，製 造 業 ，情 報 産 業 ，自 治 体 の職 員 などへの道 があります。また，さ

らに高 度 な知 識 を修 得 し様 々な技 能 を磨 き，技 術 者 ，教 育 者 ，研 究 開 発 者 ，科 学 者 を目

指 して大 学 院 への道 を歩 むことができます。 

 

● 学 科 の デ ィプ ロ マ・ ポリ シー （学 位 授 与 の 方 針 ， 卒 業 時 に 必 ず身 に つけ る 能 力 ）  

1 ． （ 科 学 的 知 性 ） 生 物 学 を 中 心 と す る 自 然 科 学 の 基 礎 知 識 と 技 能 を 修 得 し て 自 己 の 中

に 体 系 化 で き て おり ， それ を 基 盤 に し て 自 律 的 に 知 的 能 力 を 発 展 さ せ る こと が で き る 。  

2 ． （ 科 学 的 解 決 力 ） 生 物 学 を中 心 と す る 自 然 科 学 の 知 識 と 原 理 に 遡 っ て 自 然 や 社 会 に

おける 対 象 の 本 質 を 分 析 し ， 実 証 的 な 調 査 ・ 研 究 を通 じ て 課 題 を 解 決 に 導 く こと が で き

る 。  

3 ． （ 科 学 す る 者 の 自 覚 ） 社 会 ， 文 化 ， 地 球 環 境 の 観 点 か ら 科 学 ・ 科 学 技 術 の 役 割 と 責 任

を 論 じ る こ と が で き る 。  

 

● 学 科 の アドミッ ショ ン ・ ポリ シー （ 学 生 受 け 入 れ の 方 針 ， 入 学 時 に 問 わ れ る 能 力 ）  

1 ． (学 力 の 基 盤 )高 等 学 校 レ ベ ル の 生 物 学 あ る いは 化 学 の 知 識 ， およ び 英 語 力 を 身 に つ

けて おり ， 学 士 課 程 の 理 学 を 自 律 的 に 学 ぶ ため の 用 意 が 十 分 に で き ている 。  

2 ． (論 理 的 思 考 力 ) 物 事 を 客 観 的 に 分 析 し ， それ を 基 に 自 分 の 考 え を 論 理 的 に ま と め て

表 現 す る こ と が で き る 。  

3 ． (科 学 に 生 き る 意 志 )生 命 現 象 や 身 の 回 り の 事 象 に 広 く 関 心 を も ち ， 科 学 的 に これ ら を

理 解 し よ う と す る 好 奇 心 と 意 欲 を も っ て いる 。 さ ら に ， 身 に つ けた知 識 や 思 考 力 を 社 会 ， 文

化 ， 地 球 環 境 の 保 全 に 役 立 て たいと 志 し て いる 。  


